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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
ジ
ア
ビ
ス
～
氷
影
の
少
女
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
２
８
２
Ｖ

【
作
者
名
】

　
黒
一
文
字

【
あ
ら
す
じ
】

　
彼
女
は
人
助
け
を
し
て
死
ん
だ
。
彼
女
は
新
た
な
る
人
生
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
す
の
か
？
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

黒
「
は
い
、
黒
一
文
字
で
す
」

シ
ィ
「
作
者
の
オ
リ
キ
ャ
ラ
の
う
ち
の
一
人
、
結
衣
咲
シ
ィ
で
す
・
・
・
・
・

い
き
な
り
だ
ね
」

黒
「
し
ょ
う
が
な
い
。
ネ
タ
が
出
来
ず
に
こ
の
小
説
の
ネ
タ
が
出
来
た
か
ら
」

シ
ィ
「
・
・
・
・
・
は
ぁ
」

黒
「
そ
れ
で
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
ど
う
ぞ
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ

・
・
・
・
・
こ
こ
は
ど
こ
？

―
―
―
―
こ
こ
は
生
と
死
を
司
る
世
界

・
・
・
・
・
生
と
死
？

―
―
―
―
そ
う
・
・
・
・
・
汝
は
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
死
ん
だ
よ
ね
？

―
―
―
―
そ
の
通
り

・
・
・
・
・
そ
う
な
ん
だ
。
そ
れ
じ
ゃ
私
は
死
の
世
界
に
行
く
途
中
な
ん
だ

―
―
―
―
だ
が
、
汝
は
人
助
け
を
し
た
。
そ
れ
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
。
そ
こ

で
汝
は
『
転
生
』
を
し
て
も
ら
う

・
・
・
・
・
転
生
？

―
―
―
―
そ
う
、
我
の
力
で
汝
の
元
い
た
世
界
と
は
違
う
世
界
に
だ

・
・
・
・
・
わ
か
っ
た

―
―
―
―
ど
こ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
新
た
な
る
人
生
を
楽
し
め
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・
・
・
・
・
は
い
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
神
様
・
・
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

黒
「
更
新
は
不
定
期
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２
（
前
書
き
）

？
？
？
「
こ
ん
に
ち
は
？
？
？
で
す
・
・
・
・
・
て
何
で
す
か
こ
れ
！
？
」

黒
「
い
や
、
前
書
き
だ
し
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
し
」

ク
レ
ス
「
ま
、
い
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
か
？
あ
、
因
み
に
俺
は
『
バ
カ
と
あ
る
兄
妹

と
召
喚
獣
』
の
オ
リ
キ
ャ
ラ
、
ク
レ
ス
・
エ
ス
テ
ィ
ー
ド
だ
」

？
？
？
「
・
・
・
・
・
ま
ぁ
、
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
」



7

プ
ロ
ロ
ー
グ
２

ギ
ャ
ァ
ッ
ギ
ャ
ア
ッ
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
何
か
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
。
し
か
も
、
聞
い
た
こ
と
の
無
い
鳴

き
声
・
・
・
・
・
少
な
く
と
も
、
こ
こ
は
地
球
で
は
な
い
。

ザ
シ
ュ
ッ

・
・
・
・
・
こ
れ
は
・
・
・
・
・
何
か
を
切
っ
た
音
？

「
ほ
う
、
こ
こ
に
人
が
い
る
と
は
な
。
お
前
の
名
は
？
」

切
っ
た
音
が
聞
こ
え
た
方
向
か
ら
髭
が
あ
り
、
長
い
髪
を
後
ろ
に
縛
っ
た
人
が

来
た
。

「
・
・
・
・
・
」

私
は
こ
の
質
問
に
対
し
て
答
え
る
の
を
躊
躇
っ
た
。
こ
の
世
界
で
前
世
の
名
前

を
名
乗
っ
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
？

「
ふ
む
、
失
礼
。
私
が
名
乗
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
な
。
私
の
名
は
ヴ
ァ

ン
・
グ
ラ
ン
ツ
。
 

神
託
の
盾
騎
士
団
主
席
総
長
だ
」

オ
ラ
ク
ル

髪
の
長
い
人
、
グ
ラ
ン
ツ
さ
ん
が
自
己
紹
介
し
て
く
れ
た
。

「
え
と
・
・
・
・
・
ユ
エ
で
す
」
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し
ょ
う
が
な
い
の
で
私
は
前
世
の
名
前
を
使
わ
ず
、
適
当
に
答
え
た

「
ユ
エ
か
・
・
・
・
・
ど
う
し
て
こ
こ
に
い
る
の
だ
？
」

「
・
・
・
・
・
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

「
そ
う
か
、
な
ら
私
に
つ
い
て
く
る
が
い
い
」

そ
れ
か
ら
私
は
ヴ
ァ
ン
さ
ん
（
妹
が
い
る
ら
し
く
、
こ
の
呼
び
方
に
し
て
く
れ

と
言
わ
れ
た
）
か
ら
色
々
な
話
を
聞
い
た
。
因
み
に
私
は
名
前
以
外
覚
え
て
な

い
と
い
う
事
に
し
た
。

「
ユ
リ
ア
の
預
言
・
・
・
・
・
」

ス
コ
ア

「
そ
う
、
私
は
ス
コ
ア
を
憎
ん
で
る
。
だ
か
ら
、
私
は
世
界
を
変
え
る
。
だ
か

ら
ユ
エ
・
・
・
・
・
私
に
協
力
し
て
く
れ
る
か
？
」

世
界
を
を
レ
プ
リ
カ
の
世
界
に
変
え
る
。
人
が
沢
山
死
ぬ
。
嫌
だ
、
死
な
せ
た

く
な
い
。
だ
け
ど
―
―
―
―

「
・
・
・
・
・
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」

―
―
―
―
形
だ
け
な
ら
い
い
よ
ね
？

森
を
抜
け
る
と
そ
こ
に
は
町
が
あ
っ
た

「
で
は
、
よ
う
こ
そ
、
ロ
ー
レ
ラ
イ
教
団
総
本
山
『
ダ
ア
ト
』
へ
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ
２
（
後
書
き
）

テ
イ
ル
ズ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

ユ
エ
「
あ
の
・
・
・
・
・
こ
こ
は
？
」

黒
「
ん
、
『
テ
イ
ル
ズ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
』
」

ユ
エ
「
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
！
」

黒
「
今
ま
で
『
バ
カ
テ
ス
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
』
、
『
ネ
ギ
ま
！
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
』
て
、
作
っ

て
き
た
か
ら
」

ユ
エ
「
・
・
・
・
・
そ
う
で
す
か
」

ヴ
ァ
ン
「
作
者
殿
」

黒
「
ん
？
」

ヴ
ァ
ン
「
次
は
主
人
公
の
設
定
と
聞
き
ま
し
た
が
」

黒
「
え
え
、
そ
う
で
す
よ
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ

シ
ィ
「
え
と
・
・
・
・
・
」
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ク
レ
ス
「
作
者
が
・
・
・
・
・
」

シ
ィ
＆
ク
レ
ス
「
「
敬
語
を
使
っ
て
い
る
！
？
」
」

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
バ
ン
ッ

黒
「
失
礼
な
！
」

ク
レ
ス
「
離
れ
て
る
の
に
聞
こ
え
た
の
か
よ
！
？
」

シ
ィ
「
悪
魔
の
地
獄
耳
！
？
」

黒
「
・
・
・
・
・
」

黒
「
そ
れ
で
は
こ
こ
で
お
別
れ
で
す
」

シ
ィ
＆
ク
レ
ス
「
「
・
・
・
・
・
」
」
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ユ
エ
「
・
・
・
・
・
（
合
掌
）
」



12

設
定
（
前
書
き
）

黒
「
は
い
、
今
回
は
ユ
エ
の
設
定
と
こ
の
作
品
の
設
定
で
す
」

ク
レ
ス
「
何
故
か
あ
の
ゲ
ー
ム
か
ら
の
技
が
秘
奥
義
と
な
っ
て
る
が
・
・
・
・
・

」黒
「
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
」
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設
定

主
人
公
設
定

ユ
エ
 
 

（
苗
字
無
し
）

年
齢
 
 

１
４
歳
（
原
作
開
始
時
）

容
姿
 
 

髪
は
灰
色
で
ロ
ン
グ
。
服
装
は
ア
リ
エ
ッ
タ
の
決
戦
服
に
似
て
い
る

が
全
体
的
に
青
に
近
い

使
用
音
素
 
 

基
本
的
に
水
（
氷
）
と
闇
、
第
七
音
素

し
よ
う
フ
ォ
ニ
ム

セ
ブ
ン
ス
フ
ォ
ニ
ム

呼
び
名
 
 

氷
影
の
ユ
エ

秘
奥
義

そ
の
一
『
ニ
ー
ベ
ル
・
ヴ
ァ
レ
ス
テ
ィ
』

『
ス
タ
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
』
よ
り
。
槍
に
第
七
音
素
を
凝
縮
さ
せ
、
地
面
に
投
げ

る
と
凝
縮
さ
れ
た
第
七
音
素
が
爆
発
し
、
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
無
防
備
だ
と

消
し
飛
ぶ

そ
の
二
『
？
？
？
』

ま
だ
不
明
。
後
に
出
て
く
る

原
作
開
始
二
年
前
に
転
生
し
、
ヴ
ァ
ン
と
出
会
っ
て
神
託
の
盾
に
入
団
す
る
。

ア
リ
エ
ッ
タ
、
ア
ニ
ス
と
友
人
関
係
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原
作
と
の
比
較

六
神
将
↓
七
神
将

第
六
師
団
長
カ
ン
タ
ビ
レ
↓
ユ
エ
に
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設
定
（
後
書
き
）

ク
レ
ス
「
・
・
・
・
・
『
ス
タ
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
』
か
よ
！
？
し
か
も
、
破
壊
神

の
技
だ
し
！
？
」

ユ
エ
「
何
と
な
く
や
っ
た
ら
出
来
ま
し
た
」

シ
ィ
「
何
と
な
く
！
？
」

ク
レ
ス
「
シ
ィ
に
並
ぶ
チ
ー
ト
だ
な
」

シ
ィ
「
酷
い
！
？
」

ユ
エ
「
そ
れ
で
は
次
回
、
『
神
託
の
盾
の
と
あ
る
日
常
』
・
・
・
・
・
お
楽
し

み
に
で
す
」
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神
託
の
盾
の
と
あ
る
日
常
（
前
書
き
）

ル
ー
ク
「
作
者
！
俺
の
出
番
は
！
？
」

黒
「
ま
て
、
ま
だ
一
話
目
だ
。
二
年
前
だ
」

ル
ー
ク
「
・
・
・
・
・
チ
ッ
」

ギ
ィ
・
・
・
・
・
バ
タ
ン

ユ
エ
「
作
者
さ
ん
」

黒
「
何
だ
？
」

ユ
エ
「
無
理
矢
理
す
ぎ
で
す
」

黒
「
主
語
が
無
い
け
ど
気
に
し
な
い
！
」



17

神
託
の
盾
の
と
あ
る
日
常

三
人
称
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
今
日
か
ら
私
の
部
下
と
な
る
ユ
エ
だ
」

「
え
と
・
・
・
・
・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

「
ア
リ
エ
ッ
タ
・
・
・
・
・
で
す
」

「
ラ
ル
ゴ
だ
」

「
あ
と
、
こ
こ
に
い
な
い
が
ア
ッ
シ
ュ
、
リ
グ
レ
ッ
ト
、
デ
ィ
ス
ト
が
い
る
」

「
そ
う
な
ん
で
す
か
」

「
で
は
ラ
ル
ゴ
、
ユ
エ
の
面
倒
を
見
て
く
れ
」

「
わ
か
り
ま
し
た
、
総
長
」

ギ
ィ
・
・
・
・
・
バ
タ
ン

「
ア
リ
エ
ッ
タ
・
・
・
・
・
イ
オ
ン
様
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
く
る
」

ギ
ィ
・
・
・
・
・
バ
タ
ン
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「
さ
て
と
、
ユ
エ
だ
っ
た
か
？
」

「
は
い
」

「
総
長
か
ら
聞
い
た
。
記
憶
喪
失
な
の
だ
ろ
う
？
」

「
そ
う
だ
と
・
・
・
思
い
ま
す
」

「
フ
ォ
ニ
ッ
ク
文
字
は
わ
か
る
か
？
」

「
・
・
・
・
・
は
い
？
」

「
仕
方
な
い
。
ま
ず
は
フ
ォ
ニ
ッ
ク
文
字
を
覚
え
よ
う
か
」

「
は
い
！
」

？
？
？
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
・
・
・
・
・
？
」

僕
は
礼
拝
堂
か
ら
見
え
た
光
を
元
に
来
た
が
変
わ
っ
た
様
子
が
な
い
・
・
・
・
・

だ
と
す
る
と
―
―
―
―

「
詠
ん
で
み
ま
す
か
」
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僕
は
礼
拝
堂
に
安
置
し
て
あ
る
譜
石
を
詠
ん
だ
。

「
変
わ
っ
た
部
分
は
・
・
・
・
・
こ
れ
で
し
ょ
う
か
？
・
・
・
・
・
Ｎ
Ｄ
２
０

１
６
、
偉
大
な
る
力
を
持
つ
者
、
ダ
ア
ト
南
西
の
森
に
現
れ
る
。
祖
は
灰
色
の

髪
の
少
女
な
り
。
名
を
ユ
エ
と
称
す
」

・
・
・
・
・
名
前
が
古
代
イ
ス
パ
ニ
ア
語
で
書
か
れ
て
い
な
い
？

「
Ｎ
Ｄ
２
０
１
８
、
ロ
ー
レ
ラ
イ
の
力
を
継
ぐ
若
者
、
人
々
を
引
き
連
れ
鉱
山

の
町
へ
向
か
う
。
し
か
し
、
偉
大
な
る
力
を
持
つ
者
、
咎
と
さ
れ
る
力
を
封
じ

る
。
結
果
、
栄
光
を
掴
む
者
、
咎
と
さ
れ
る
力
を
使
い
、
町
を
消
滅
す
」

・
・
・
・
・
変
わ
っ
て
る
。
以
前
見
た
預
言
よ
り
も
。

『
イ
オ
ン
様
！
』

声
の
方
を
見
る
と
導
師
守
護
役
の
ア
リ
エ
ッ
タ
が
い
た
。

フ
ォ
ン
マ
ス
タ
ー
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

「
イ
オ
ン
様
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
る
」

「
え
？
」

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
確
か
に
視
界
が
揺
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

「
・
・
・
・
・
イ
オ
ン
様
」

「
ア
リ
エ
ッ
タ
、
僕
の
部
屋
に
」

「
・
・
・
・
・
は
い
」
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Ｎ
Ｄ
２
０
１
６
・
レ
ム
ガ
ー
デ
ン
・
レ
ム
・
２
の
日

『
（
日
本
語
）
今
日
か
ら
日
記
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ヴ
ァ
ン
さ
ん

に
「
ま
た
記
憶
喪
失
に
な
っ
た
と
き
の
為
だ
」
と
・
・
・
・
・
フ
ォ
ニ
ッ
ク
文

字
が
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
顔
が
怖
い
け
ど
優
し
い
ラ
ル
ゴ
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
て
感
謝
で
す
。
ま
た
、
何
故
か
武
術
が
使
え
る
の
で
明
後
日
模
擬
戦
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
き
な
り
す
ぎ
で
す
。
で
は
、
こ
こ
ま
で
に
し
ま
す
』
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神
託
の
盾
の
と
あ
る
日
常
（
後
書
き
）

ク
レ
ス
「
あ
あ
、
ユ
エ
が
無
理
矢
理
と
い
っ
た
の
は
預
言
の
こ
と
か
」

ユ
エ
「
は
い
」

シ
ィ
「
確
か
に
無
理
矢
理
だ
ね
」

椎
名
「
浅
は
か
な
り
」

ク
レ
ス
「
い
き
な
り
入
っ
て
く
る
な
！
」

椎
名
「
っ
！
？
」

ガ
キ
ン
ッ

ク
レ
ス
＆
椎
名
「
「
・
・
・
・
・
ッ
！
？
」
」

ユ
エ
「
・
・
・
・
・
さ
て
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

シ
ィ
「
誰
に
対
し
て
？
」

ユ
エ
「
読
者
さ
ん
に
で
す
」
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模
擬
戦
（
前
書
き
）

ユ
エ
「
タ
イ
ト
ル
通
り
で
す
ね
」

黒
「
ユ
エ
が
チ
ー
ト
化
？
す
る
回
で
す
」

ク
レ
ス
「
・
・
・
・
・
突
っ
込
ま
な
い
よ
う
に
」
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模
擬
戦

ユ
エ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
そ
れ
で
は
、
行
く
ぞ
」

「
は
い
」

ど
う
も
こ
ん
に
ち
は
。
現
在
私
は
神
託
の
盾
の
本
部
に
て
ラ
ル
ゴ
さ
ん
と
模
擬

戦
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
・
・
・
・
い
き
な
り
で
し
た
ね
。
そ
れ
で
は
わ
か
る
よ
う
に
二
日
前
の
出
来

事
を
―
―
―
―

回
想
（
二
日
前
）

「
う
～
」

私
は
自
室
で
ラ
ル
ゴ
さ
ん
に
習
っ
た
フ
ォ
ニ
ッ
ク
文
字
の
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
が
・
・
・
・
・
難
し
い
で
す
。
文
法
は
ラ
テ
ン
語
に
似
て
い
る
の
で
す
が
・
・

・
・
・

「
読
め
ま
す
け
ど
書
け
ま
せ
ん
・
・
・
・
・
あ
」

ふ
と
私
は
体
を
動
か
し
た
い
な
と
思
い
、
神
託
の
盾
本
部
に
行
き
ま
し
た
。
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・
・
・
・
・

フ
ォ
ン
ッ

槍
を
一
振
り
す
る
。

大
体
感
覚
が
掴
め
る
。
生
前
、
趣
味
と
し
て
薙
刀
を
振
る
っ
て
い
た
の
で
槍
の

扱
い
が
簡
単
に
掴
め
た

「
・
・
・
・
・
だ
れ
で
す
か
？
」

気
配
を
感
じ
声
を
出
す

「
バ
レ
て
い
た
か
」

柱
の
影
か
ら
ラ
ル
ゴ
さ
ん
が
出
て
く
る

「
訓
練
中
か
？
」

「
い
え
、
体
を
動
か
し
た
い
な
と
思
っ
た
の
で
」

「
そ
う
か
」

ラ
ル
ゴ
さ
ん
は
少
し
考
え
事
を
し
て
―
―
―
―

「
模
擬
戦
し
な
い
か
？
」
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―
―
―
―
申
し
込
ま
れ
ま
し
た

回
想
終
了

三
人
称
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
で
は
、
行
く
ぞ
」

ラ
ル
ゴ
は
身
の
丈
ほ
ど
あ
る
先
が
鎌
の
槍
を
構
え
る

「
・
・
・
・
・
は
い
」

ユ
エ
も
身
長
の
１
．
５
倍
ほ
ど
の
先
が
十
字
の
槍
を
構
え
る

「
「
・
・
・
・
・
」
」

静
寂
が
走
る

「
フ
ッ
！
」

ラ
ル
ゴ
が
横
薙
ぎ
に
振
る
う

「
・
・
・
・
・
ッ
！
？
」

ユ
エ
は
そ
れ
を
流
す
よ
う
に
受
け
る



26

「
こ
れ
な
ら
ど
う
だ
！
」

ラ
ル
ゴ
は
獅
子
の
形
を
し
た
闘
気
を
放
つ
。
そ
れ
を
横
に
避
け
る

「
・
・
・
・
・
氷
の
刃
よ
、
降
り
注
げ
・
・
・
・
・
」

ユ
エ
は
詠
唱
す
る
。
そ
れ
を
見
て
ラ
ル
ゴ
は
―
―
―
―

「
（
Ｆ
Ｏ
Ｆ
を
無
視
だ
と
！
？
）
」

「
・
・
・
・
・
ア
イ
シ
ク
ル
レ
イ
ン
」

「
グ
ゥ
ッ
！
？
」

氷
の
刃
が
ラ
ル
ゴ
を
襲
う
。
そ
の
間
に
―
―
―
―

「
（
・
・
・
・
・
瞬
動
）
」

―
―
―
―
後
ろ
に
回
り
込
む
、
が
・
・
・
・
・

ガ
キ
ン
ッ

「
・
・
・
・
・
ッ
！
？
」

ラ
ル
ゴ
の
槍
に
よ
り
、
防
が
れ
る
。
し
か
し
・
・
・
・
・

「
ム
ッ
！
？
」

後
ろ
の
影
か
ら
三
本
の
槍
が
ラ
ル
ゴ
の
動
き
を
封
じ
込
め
る
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「
「
・
・
・
・
・
」
」

再
び
静
寂

「
・
・
・
・
・
俺
の
敗
け
だ
」

ラ
ル
ゴ
が
敗
北
の
意
思
を
伝
え
る

ユ
エ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

ラ
ル
ゴ
さ
ん
に
勝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
で
す

「
ユ
エ
、
何
だ
？
こ
れ
は
？
」

ラ
ル
ゴ
さ
ん
は
影
か
ら
出
て
い
る
刃
物
に
視
線
を
向
け
る

「
あ
れ
は
操
影
術
と
い
い
、
私
の
意
思
で
動
か
せ
ま
す
」

と
言
い
な
が
ら
三
本
の
影
の
槍
を
操
作
す
る

「
な
る
ほ
ど
な
」

Ｎ
Ｄ
２
０
１
６
・
レ
ム
ガ
ー
デ
ン
・
４
の
日

『
今
日
は
ラ
ル
ゴ
さ
ん
と
模
擬
戦
を
し
ま
し
た
。
結
果
は
私
の
勝
利
で
し
た
。
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そ
の
後
に
ラ
ル
ゴ
さ
ん
と
の
訓
練
で
発
見
し
た
事
は
第
一
音
素
と
第
四
音
素
の

譜
術
全
て
が
使
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
槍
術
は
多
く
の
技
が
出
来
ま
し

た
。
天
雷
槍
や
第
四
音
素
を
槍
に
含
ま
せ
、
振
る
う
と
辺
り
が
凍
っ
た
り
し
ま

し
た
。
操
影
術
の
う
ち
の
影
槍
も
訓
練
で
百
本
以
上
を
全
て
操
作
で
き
る
よ
う

に
な
り
ラ
ル
ゴ
さ
ん
か
ら
「
チ
ー
ト
だ
な
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
酷
い
で
す
。

今
日
は
こ
こ
ま
で
と
し
ま
す
』
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模
擬
戦
（
後
書
き
）

黒
＆
ユ
エ
「
「
エ
ミ
ル
・
キ
ャ
ス
タ
ニ
エ
様
、
白
蓮
様
、
感
想
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
」

ク
レ
ス
「
そ
し
て
こ
の
小
説
の
Ｐ
Ｖ
３
５
０
０
、
ユ
ニ
ー
ク
１
０
０
０
到
達
だ
」

ユ
エ
「
こ
の
小
説
、
今
回
を
い
れ
て
五
話
し
か
な
い
で
す
よ
ね
？
」

黒
「
あ
あ
」

ク
レ
ス
「
そ
し
て
作
者
。
言
う
こ
と
は
？
」

黒
「
中
々
更
新
で
き
ず
に
す
み
ま
せ
ん
」

ユ
エ
「
は
い
、
そ
れ
で
は
皆
様
―
―
―
―
」

黒
＆
ユ
エ
「
「
次
回
も
お
楽
し
み
に
（
で
す
）
！
」
」

ク
レ
ス
「
因
み
に
俺
が
こ
の
掛
け
声
に
参
加
し
な
い
の
は
こ
の
小
説
の
登
場
人

物
じ
ゃ
な
い
か
ら
だ
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

テイルズオブジアビス～氷影の少女～
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